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後期高齢者医療特別会計について 
 

 後期高齢者医療制度は、高齢者の医療の確保に関する法律に基づく75歳以上（65歳以上で一定の障害

があると認定された方を含む）の方を対象とした医療制度であり、埼玉県後期高齢者医療広域連合が保

険者として医療の給付等を行い、市町村は保険料の徴収と被保険者からの各種申請等の窓口業務を行う

ものです。 

 なお、歳入歳出当初予算額は3,241,327,000円で、対前年度比17.66パーセントの増でした。以降2回の

補正を行い、最終予算額を3,191,555,000円とし、収入済額2,921,387,711円で、予算額に対する収入割

合は91.53パーセントとなりました。また、支出済額は2,899,098,821円で、執行率は90.84パーセントで

した。予算の推移は次のとおりです。 

 

予  算  の  推  移 
（単位 千円） 

区 分 
当 初 予 算 額 及び 

補 正 前 の 額 
補  正  額 合   計 備    考 

当  初 3,241,327 ― 3,241,327 令和6年3月14日議決 

第 1 号 3,241,327 18,792 3,260,119 令和6年9月30日議決 

第 2 号 3,260,119 △68,564 3,191,555 令和7年3月18日議決 
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歳  入 

１ 後期高齢者医療保険料 

被保険者の保険料は、本年度と来年度の2年間の医療費等の見込額を基に埼玉県後期高齢者医療広

域連合の条例により定められているもので、均等割額45,930円及び所得割率9.03パーセント（賦課の

対象所得が58万円以下の方は令和6年度に限り8.42パーセント）です。市内に在住する被保険者の保

険料の賦課は、埼玉県後期高齢者医療広域連合が行い、市は保険料の徴収を行うことと法令で定めら

れています。 

保険料の収納状況は、次のとおりです。 

（1） 現年賦課分                                   

徴 収 区 分      調 定 額 収 入 済 額      収入未済額 収 納 率 

特 別 徴 収 保 険 料 1,490,807,000円 1,490,807,000円 0円 100.00％ 

普 通 徴 収 保 険 料 957,051,500  943,671,050  13,380,450  98.60   

合   計 2,447,858,500  2,434,478,050  13,380,450  99.45   

※上記の表の収入済額は、還付未済額（特別徴収保険料4,237,300円、普通徴収保険料1,671,300円）

を含みません。 

（2） 滞納繰越分                                   

徴 収 区 分      調 定 額 収 入 済 額      不納欠損額 収入未済額 収納率 

普 通 徴 収 保 険 料 21,965,100円 3,864,010円 3,702,160円 14,398,930円 17.59％ 

※上記の表の収入済額は、還付未済額（普通徴収保険料31,900円）を含みません。 

 

２ 繰入金 

繰入金は、一般会計からの繰入金で、事務費繰入金及び保険基盤安定繰入金です。 

事務費繰入金は、保険料の徴収等の市で行う後期高齢者医療事務に要する費用に充てるため、繰入

れたものです。保険基盤安定繰入金は、保険料の軽減に伴う軽減額を県(4分の3負担)及び市(4分の1

負担)で補うため、繰入れたものです。 

繰入額は、事務費繰入金が51,449,000円、保険基盤安定繰入金が402,263,701円でした。 

 

３ 繰越金 

前年度からの繰越額は、17,966,736円でした。 

 

４ 諸収入・雑入 

諸収入については、延滞金として107,700円、保険料還付金として5,179,000円、預金利子として 

23,724円をそれぞれ受け入れました。 

  雑入については、暫定措置として、マイナ保険証の保有者にも資格確認書を送付することになった

ため、郵送料の補助金としてマイナ保険証推進等経費補助金115,290円を受け入れました。 


